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概要

この度は、「Auto seating layout（オートシーティングレイアウト）」

をご利用頂きまして誠に有難うございます。

このシステムはイベント開催に必須である客席レイアウトを簡単に素早く

作成することを可能にしたツールです。

本書では、初めて会場レイアウトを作成する方にもご理解を頂きやすい

ように記載しております。一方で、これまでに会場レイアウトを作成なされ

たことがある方はご覧になられなくても操作を進めて頂くことができます。

本商品の設定や仕様を確認なされる際に、ご参照頂けますと幸いです。

◇簡単3ステップで会場レイアウトが完成

◇ご希望の条件を選択するだけ

◇プレビュー画面が瞬時に表示、最大座席数が確認できます

◇何度でも修正・変更ができます

◇出力データは最終レイアウトのベースや設営用にも使用できます

会場レイアウト作成が初めての方でも正確に作成して頂ける画期的な

新ツール・・・、それがAuto seating layout です。

※ 本書では、Auto seating layoutを「ASL」と記載しています

Auto seating layout について

STEP１ 会場情報を入力

STEP２ レイアウト調整

STEP３ データ出力

本書の特徴
システムをご利用頂く為のアカウント準備から、レイアウト作成の手順をSTEP 1~STEP 3まで記載しました。

表示される画面に沿って説明を進め、本書の最後に便利な機能設定の説明がございます。

また、重要なポイントはグレー枠内に記載しておりますので、併せてご参照願います。

新規図面でSTEP 1を開いた時は会場情報が空欄です
＊プレビュー画面は「会場サイズ」を入力してから表示されます

◇重要なポイントの表示例

本システムをご活用頂くことで会場レイアウトの作成作業において時間が短縮でき、

ご負担の軽減ができれば幸いに存じます。ぜひ、末永くご利用願います。

Director‘s Pocket 担当者一同
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操作準備

すべての項目に入力をして すべての項目に入力して
をクリック

株式会社ASL

1570052

東京都港区赤坂

0335891711

新規アカウント作成をクリック
をクリック

２ 個人情報 ３ アカウント情報 ４ アカウント設定が完了１ ASLに接続します
＊折り返しメールをお待ちください
「認証」のメールをお受け取り頂くまで
サイトにアクセスができません

期日を過ぎても「認証」のメールが届かない場合は、
お手数ですが担当窓口へご連絡をお願い申し上げます

パスワード設定

必ず、アルファベット(英)と数字のどちらも含めた8～15文字で設定してください
半角のみ、英・数字・記号が使用できます
・英大文字 A～Z
・英小文字 a～z
・数字 0～9
・記号 ! " # $ % & ' ( ) - ^ ¥ @ [ ; : ] , . / = ~ | ` { + * } < > ? _
※スペースはご使用いただけません

設定したパスワードを忘れないようにご注意ください

アカウント登録の手順１～４ 初めに「ASL」が使用できる準備を行います

ログイン方法

認証後、メールアドレスと
パスワードを入力して

をクリック トップページの画面左上にある
「≫」マークをクリックすると
機能一覧が表示されます

まず、画面左上「≫」マークをクリックしてくださいトップページが表示されます

トップページを表示

登録者情報を表示
「お気に入り」保存が出来ます

ログインされている方の
氏名・会社名が表示されます

終了してログアウトします

＊各々の機能の説明があります
機能の名称が表示されます

「認証」のメールが届いたら

ログインができました

認証前にログインした場合の表示

ログイン

次へ アカウント作成

必要事項を全てご入力下さい
＊郵便番号は「-」(ハイフン)を含めず
続けて入力します

入力画面に従って入力します
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マイページの役割

１．マイページの「アカウント」から
パスワードの変更ができます

３．パスワードの変更が完了２．「パスワードを変更」画面が表示されます

パスワードの変更

「現在のパスワード」欄右側にある
をクリック

パスワード設定の注意事項
必ず、アルファベット(英)と数字のどちらも含めた8～15文字で設定してください
半角のみ、英・数字・記号が使用できます
・英大文字 A～Z
・英小文字 a～z
・数字 0～9
・記号 ! " # $ % & ' ( ) - ^ ¥ @ [ ; : ] , . / = ~ | `

              { + * } < > ? _
※スペースはご使用いただけません

設定したパスワードを忘れないようにご注意ください

変更

保存

変更が完了すると
自動的にログアウトされます

・現在のパスワードを入力
・新しいパスワードを2回入力（確認用あり）

すべて入力したら をクリック

マイページ①

① 「アカウント」 パスワードの変更ができます

② 「企業情報」 企業情報の登録・編集

③ 「デバイス管理」 デバイスの切断ができます

①

③

②
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更新・保存ができたら
画面左上に表示がでます

内容を入力して をクリック

企業情報の編集

1 マイページ「企業情報」で入力します

＊この表示はすぐに消えます

自動でログイン画面に移動します

をクリック

をクリック

デバイスの切断

1 マイページ「デバイス管理」で操作します

ログインの注意事項 「1アカウント1デバイス」

システムの設定上、1つのアカウントでご利用頂けるデバイスは1台です。
同じアカウントで複数のデバイスから同時にログインすることができません。
例えば、会社デスクトップPCで保存したデータを外出先でノートPCで作業を継続する場合、
先にログインしているPCを「デバイスの切断」をしてログアウトする必要がございます。

切断してログアウト

編集

2 「情報を編集」画面が表示されます 3 完了

保存

をクリック

3 ログアウトされます2 「現在のデバイスからのログインを切断」
画面が表示されます

デバイスを切断

＊赤文字で表示
「デバイスを切断しログアウトしました」

マイページ②



新規図面作成
簡単3ステップ

【STEP 1】～
【STEP 3】
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新規図面作成 はじめに

トップページの説明

① 「新規図面作成」をクリックして開始
     STEP 1が表示されます

③ 保存されているデータが表示されます

レイアウトを作成すると表示されます
・完成していない「下書き」データ
・編集途中データ
・出力したデータ

② 「お気に入り」をクリックすると設定登録した
データ一覧ページが表示されます

下書き保存したデータは がついています
＊いつでも再編集ができます

完成後に出力した図面も表示されます

作成済み図面

STEP 1の画面に表示される内容

会場情報 入力

条件 選択

レイアウト図面
自動プレビュー

最大座席数

配置間隔

画面左側 ＊操作を行います

STEP 1では、
文字を入力する項目と
条件を選択する項目があります

画面右側 ＊操作結果が表示されます

図面プレビュー（リアルタイム表示）
最大座席数 （会場キャパシティ）
配置間隔 （ゆったり、通常、ギリギリ、感染症対策）

初めに、操作開始時に表示される画面の説明です

①

②

③

③ 保存されているデータを再編集することができます
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STEP 1 操作画面①

レイアウト作成画面を開く 

1 トップページが表示されたらクリックして開始「ASL」にログイン

＊メールアドレス、
パスワードを入力

2 「新規図面の名称」を入力して
をクリック

＊「新規図面の名称」は、保存されているものと同じ名称が使用できません

3に続く

ログインについて
⇒「ログイン方法」
「新規アカウント設定」を参照

すでにログインしている時

「図面作成」をクリックして
トップページを表示します

2から続き

3 レイアウト作成画面が表示されます

新規図面でSTEP 1を開いた時は会場情報が空欄です
＊プレビュー画面は「会場サイズ」を入力してから表示されます

作成開始

＊保存済みデータと同じ名称で登録する際のエラーメッセージの表示
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STEP 1 操作画面②

レイアウト作成画面：会場設定 

「ASL」操作

・施設・会場の名称、会場サイズのみ文字入力が必要
・それ以外の項目は条件・数値を選択

文字入力します

「会場名称」「会場サイズ」
施設の名称、会場（大ホールなど）、会場の縦横サイズを入力
＊単位は「m／cm」いずれか選択
＊「検索」機能は現在、システム開発中です

選択します（以下、最後まで選択またはプルダウン形式での選択のみです）

「図面登録」 ＊次ページに詳細

会場レイアウト図面を取り込み、必要な範囲をトリミングしてプレビュー画面に表示させることができます
取り込めるファイル形式：png, jpg, pdf
「pdfを画像に変換する場合はこちら」では、
複数ページのpdfファイルを１ページごとのjpg画像に変換できます（Adobeアカウントが必要です）
例えば、複数のページがあるデータの1ページだけを使いたい時に便利です

「センターライン設定」
会場のセンターラインを自動算出して「真ん中」をデフォルトに設定しています
天井照明やバトンなどの機構により、中央位置を調整したい場合にご活用頂けます（cm単位で移動）

「設置スペースと壁との距離」
消防法、非常扉により、物が設置できない範囲を指定します

STEP 1のすべての項目を設定が完了したら
をクリックするとSTEP 2に進みます次に進む

をクリックすると、いつでも下書き保存ができます下書き保存して終了

①

②

③

④

①

②

③

④

＊未入力の項目がある場合、画面上部に表示されます

会場図面がない場合
「図面登録」をしなくても
次に進めることができます

「会場検索」
＊現在のシステムが更新した後に、ご利用頂けます
「検索」をクリックすると、ASLのシステムに保存された
会場データが表示されプルダウンで選択できます

黒文字・・・作成した図面を出力した時にデータが保存され
その図面名称が黒文字で表示されます
（初めて操作がする時は表示されません）

赤文字・・・予めシステムに登録された会場データは赤文字で
表示されます（必ず表示されます）
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STEP 1 操作画面③

会場図面データをレイアウトに表示

「図面登録」とは？
会場図面を取り込みプレビューに表示させることができます
プレビューで必要な範囲だけをトリミングできます

＊取り込めるファイル形式：png, jpg, pdf
＊「pdfを画像に変換する場合はこちら」では、複数ページのpdfファイルを
１ページごとのjpg画像に変換できます（Adobeアカウントが必要です）
複数ページがあるデータのうち1ページだけを使いたい時に便利です

6 完了 ＊プレビュー画面に図面の赤枠で指定した範囲内（トリミングした部分）が表示されます

2 別のウィンドウが開き
   保存された画像ファイル一覧が表示されます

画像の取り込み

1 「図面登録」で
「背面に画像を貼り込み」を選択

＊赤枠内の範囲がプレビューに表示されます

トリミング

会場図面の表示、出力データ
トリミングするとプレビューで
図面が大きく表示されます

（レイアウト完成後）出力データは2種類
１図面のすべてが表示
２トリミングした範囲が表示
⇒「出力設定」を参照

4 選択した図面に赤い枠が表示されます
縦横比は「会場サイズ」で入力した値と同じ

3 ①取り込む画像を選び
②「開く」をクリック

①

②

＊この赤枠を動かして会場の壁に合わせます

5 カーソルを赤枠に合わせて操作し
   会場の壁と一致したら をクリック

3から続き

5から続き

4に続く

6に続く
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STEP 2 画面の説明

STEP 2を開く 

STEP 1から続き

2 「STEP 2」画面が表示されます

リアルタイムプレビュー（画面右側）
「ステージ設定」を選択するとステージが表示されます
「イベント形式」、「イベント形式の設定」を選択すると座席レイアウトが表示されます

条件 選択
レイアウト図面
自動プレビュー

最大座席数

配置間隔

STEP 2 終了までスクロールできます

画面左側 ＊操作を行います

会場レイアウトを順に設定します
スクロールして項目を進めます

STEP 2は全ての項目が
選択、プルダウン形式での選択です

画面右側 ＊操作結果が表示されます

図面プレビュー（リアルタイム表示）
最大座席数 （会場キャパシティ）
配置間隔 （ゆったり、通常、ギリギリ、感染症対策）

STEP 2の画面に表示される内容

１ STEP 1で会場設定、また必要な場合は図面登録までを終えたら、

次に進む をクリック
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STEP 2の説明

STEP 2の流れ

スクロールができます

「イベント形式設定」、「進行/操作スペース」まで設定を終えると、おおまかにレイアウトが完成します
続けて円卓、長机、椅子を個別に移動・削除し調整します

（上部 「イベント形式設定」）
（下部 「進行/操作スペース設定」）
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STEP 2 ステージ設定

ステージ 「あり」 を選択

サイズはポータブルステージの組み合わせ

サイズ：奥行(D)240×幅(W)120
デフォルト値：Ｄ240×Ｗ480×Ｈ40(㎝)

プルダウン形式でサイズを選択

「イベント形式」
選択に続く

図の場合
ステージから壁まで：30㎝

ステージから客席の最前列まで：150㎝

ステージサイズ ：
W360×D120×H40

ステージ
壁

選択操作ができます（デフォルト値が表示、選択数値の限度あり）

「奥行」
演台の有無、前後に列を設けて登壇、グループディスカッション、アトラクション、楽器の設置などで設定します

「横幅」
複数人が横並びになる、司会台を設置するなどで設定します

「ステージの髙さ」
会場の広さと登壇者が立っているか椅子に座るかなどで客席からの見栄えを考慮して設定します
高さ20㎝ごとにステップ1台が必要（例：40㎝の場合ステップ1台）

「ステージ⁻背面壁の距離」
会場の壁面からステージまでどれだけ離すかを設定します ＊電源ケーブルなどを引く場合に必要です

「ステージ⁻最前列の距離」
ステージから客席までに空けるスペースを指定します ＊前面にステップを置く場合も注意します

ステージ 「なし」 を選択

正面壁からの距離
会場の正面壁から座席の最前列まで：「200㎝」で設定

会場の正面壁

最前列

プレビュー画面にステージが表示されます
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STEP 2 イベント形式設定

条件に合わせて3種類の中からイベント形式をお選びください

イベント形式を選択

「STEP 2の流れ」の後に続く

カンファレンス、セミナー、研鑽会、
試験会場など筆記する資料や
お弁当がある場合に適しています

縦、横列に一定の間隔で
幅の広い通路を設けると移動が楽です

講演会、演奏会、参加者が多い場合に
適しています

配布物がパンフレットや小さなノベルティ、
ペットボトル程度の場合や、
収容人数を増やしたい時に適しています

ホテル宴会場や懇親会に適しています

テーブル直径により座席数が決まります

ステージが真後ろにならない座席を
配置することが可能です

イベントに適した机、椅子を設定します

スクール形式（長机・椅子） シアター形式（椅子のみ）パーティー形式（円卓）

POINT
◆会場が所有する備品サイズと数量
一般的な円卓のサイズ：直径200cm, 180cmですが、この他に150cm, 120cmがあります
一般的な長机のサイズ：幅180cm, 150cmで180㎝は3人掛けができます（1人あたり幅60cm）

奥行は45cm, 30cmが一般的ですが60cmもあります
＊60㎝タイプは機材を置く際に適しています

在庫数を超える場合は会場に許諾を取り、備品発注、設営の段取りを行うことが必要です
＊会場ご担当者様と事前に確認

◆最大座席数
必要な座席数を満たしているかを確認、また有料イベントの場合は収容人数が収益に影響する為、
最大座席数を確認しながら条件を変えます（プレビュー画面はリアルタイムで表示されます）

◆縦、横通路の設定
スクール形式、シアター形式は一定間隔で縦通路、および横通路を設定します
参加者様の移動や出欠カウントも楽に行うことができます
＊消防法を守り、会場指示がある場合も対応します

イベント形式 3種類

続き
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パーティー形式

パーティー形式

続き

続く

続けて「進行/操作スペース設定」へ（スクロールできます）

「オフセット設定」
前後列を互い違いにする場合、「オフセットあり」を設定します

「オフセット・最前列の設定」
ステージに最も近い最前列を基準にしてパターンを選びます

「センター通路設定」
イベント演出、仕様に応じて設定します
登壇者がいる場合に必須な設定です
＊レッドカーペットを敷くことができます

「円卓サイズ」「テーブルに配置する椅子の数」
会場が保有するサイズで設定します

「椅子の空き位置」
・ステージが真後ろにあり（背を向け、見えにくい）座席の対策
「上部無し」1席分を空けます ＊設置可能席数が減ります
「シフト」角度をつけて配置し、ステージを見やすくします

テーブルセンター合わせ 通路センター合わせ

（センター）通路あり （センター）通路なし

ステージに対して
斜めに設置

通常 上部無し シフト

ステージが真後ろに
なる席がない

「オフセット設定」は最前列を基準にします

「椅子の空き位置」
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スクール形式

スクール形式

続く

「センター通路設定」
イベント演出、仕様に応じて設定します
登壇者がいる場合に必須な設定です
＊レッドカーペットを敷くことができます

「長机サイズ(横幅)(縦幅)」
会場が保有する長机サイズで設定します

「縦通路の幅」「縦通路で区切る机の数」
「横通路の幅」「横通路で区切る列の数」
一定間隔で通路を設定し、間隔と幅を選択

「長机に配置する椅子の数」
「3脚」を設置できるのは180㎝のみ（1人60㎝幅）
「2.5脚」は長机2本に対して5脚設置する意味で180㎝のみ

（センター）通路あり （センター）通路なし

例：縦4本、横4列で通路設定 3脚（1人あたり60㎝以上が目安）

2.5脚は180㎝2本に5脚を設置

3脚 3脚

1本あたり2.5脚
＊長机を横に偶数で配置する

続けて「進行/操作スペース設定」へ（スクロールできます）

続き
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シアター形式

シアター形式

続く

「オフセット設定」
前後列を互い違いにする場合、「オフセットあり」を設定します
＊同じ条件でも座席数が変わります

「センター通路設定」
イベント演出、仕様に応じて設定します

登壇者がいる場合に必須な設定です

＊レッドカーペットを敷くことができます

「縦通路の幅」「縦通路で区切る椅子の数」
「横通路の幅」「横通路で区切る列の数」
一定間隔で縦通路、および横通路を設定します
＊「間隔」と「幅」をプルダウン形式で選択

「椅子のサイズ(横×縦)」
会場が保有するサイズで設定

オフセットあり（275席） オフセットなし（310席）

通路設定：縦7席、横5列（ごと）

椅子45×45cm（350席） 椅子52×57cm（310席）

続けて「進行/操作スペース設定」へ（スクロールできます）

椅子サイズによる座席数の違い

オフセットによる座席数の違い（同じ会場）

センター通路あり

続き
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座席配置／設定

ステージが真後ろになる座席を
斜めに設置

POINT 「ギリギリ」 「通常」「ゆったり」「感染症対策」の違い
机がある場合、レイアウトは前後する机の間隔を変えて座席間隔を調整しています

狭い 「ギリギリ」 ⇔ 「通常」 ⇔ 「ゆったり」 ⇔ 「感染症対策」 広い

座席配置の間隔を変えると同じ会場サイズでも収まるキャパシティ（客席総数）が変わります ＊図を参照

机の間の距離 約1.3倍広い 約1.1倍広い 約1.3倍広い

最大240人（机120）
机の間隔（前後）70㎝

最大216人（机108）
机の間隔（前後）90㎝

最大192人（机96）
机の間隔（前後）100㎝

最大84人（机84）
机の間隔 (前後）120㎝

POINT 円卓の座席アレンジ
ステージを見やすくするため、椅子の空き位置が選択できます

ステージが真後ろになる座席がある

通常 上部無し シフト

ステージが真後ろになる座席がない

ギリギリ 通常 ゆったり 感染症対策

拡大図
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座席配置／円卓

デフォルト値／9脚
選択肢／9,8,7,6脚

デフォルト値／10脚
選択肢／11,10,9,8,7,6脚

円卓 200㎝

通常 上部無し シフト

デフォルト／10脚
選択肢／11,10,9,8,7,6脚

同じ円卓サイズでも「上部無し」を選択すると設置できる席数が変わります
＊「上部無し」はステージが真後ろになる座席を設置しない
＊「シフト」はステージが真後ろになる座席を斜めに設置して見やすくする

円卓 180㎝
デフォルト値／8脚
選択肢／8,7,6,5脚

デフォルト値／10脚
選択肢／10,9,8,7,6,5脚

デフォルト値／10脚
選択肢／10,9,8,7,6,5脚

円卓 150㎝
デフォルト値／6脚
選択肢／6,5,4脚

デフォルト値／6脚
選択肢／8,7,6,5,4脚

デフォルト値／6脚
選択肢／8,7,6,5,4脚

円卓 120㎝
デフォルト値・選択肢／3脚のみ デフォルト値／4脚

選択肢／5,4,3脚
デフォルト値／4脚
選択肢／5,4,3脚
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進行/操作スペース設定①

進行/操作スペースの設定（スタッフ用、キャパシティの人数には含まれません）

続き

続く

本番時のオペレートとして進行、映像、音響、照明スタッフの他、影ナレや関係者用にスペースを用意します

例：スタッフ用に机3台・椅子6脚、収録カメラ1台、プロジェクター1台を設定しました

「机の本数」
オペレートする人数と設置する機材スペースを設定します
例：進行2名、音響1名、照明1名、映像2名（6席）

照明機材は机1台、映像機材が机2台必要など
＊不要の場合「なし」を選択

「机のサイズ」
幅は180cmのみ、奥行を90, 60, 45cmから選択

＊大型機材の設置は、奥行が90㎝必要な場合があります
カメラ プロジェクター

机、椅子

進行/操作スペース設置位置（キャパシティの人数には含まれません）

右後方左後方 左壁右壁後方センター(デフォルト)

「進行操作スペース-設置位置」
進行、演出、非常扉、出入り口を考慮し
適切な場所を選択

「カメラ台-設置数」「プロジェクター台-設置数」
不要の場合「なし」を選択

＊図はそれぞれ1台として「後方センター」を選択

設定できる項目
「机の本数」 なし～7本（1本単位）
「机のサイズ」 幅180㎝のみ、奥行き90㎝、60㎝、45㎝
 ＊会場に奥行90㎝の在庫がない場合は45㎝を2列に並べます（レイアウトは90㎝として会場に伝えます）
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進行/操作スペース設定②

設定例

カメラ台数と設置位置

プロジェクター台数と設置位置

カメラ台「1台」を選択
後方センターに設定されます（右図①）

設置する場合、後方センターが必ず入ります（図①の場所）
＊不要な場合、カメラ台「なし」を選択できます

カメラ台「2台」を選択した場合のみ
「カメラ台‐設置位置」 項目が増え（赤枠）左右の位置が選択できます

①

①

② ③

①

②

② ③

プロジェクター台「1台」を選択
後方センターに設置されます（右図①）

①

カメラ2台
＊1台を右側（上手側に設置する）で設定

プロジェクター2台

カメラ台①

カメラ台②

プロジェクター台① プロジェクター台②

＊「左側」を選択

カメラ台「3台」を選択
後方センター、左側、右側（右図①②③）に自動で設定されます

スクリーン

＊不要な場合、プロジェクター台「なし」を選択できます

プロジェクター台「2台」を選択
2台の場合、左側、右側に設置（右図②③） ＊スクリーン2台を想定

プロジェクター台「3台」を選択
上記すべてに設置されます（右図①②③）



23

出力準備①

出力用に調整 

キャパシティ 机数
最大座席数をご確認ください

寸法
STEP１で入力した会場サイズです

編集操作の説明
具体的な操作方法を箇条書きしています

 ＊よくお読みください

STEP 2 続き

上記画面でのみ、円卓、長机、椅子を
個別に移動・削除できます

＊カメラ台、プロジェクター台はできません

編集操作の説明

最大座席数 会場サイズ

続く

画面に表示される内容

STEP 2の最後に調整用の編集画面が表示されます
をクリック次に進む

「イベント形式」から「進行/操作スペース設定」まで、すべて完了したら

表示される縮尺文字サイズを調整

縮尺文字サイズ ＊次ページに見本
「-」「+」で寸法の文字サイズが変わります
（直接、数値入力ができません）

レイアウト図面
図面のオブジェクトを選択して編集します

 ＊操作結果がそのまま表示されます

下書きを保存して終了（画面右上に表示）
編集中、いつでも下書き保存ができます

レイアウト図面
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出力準備②

縮尺文字サイズ
会場サイズに合わせて、図面に表示されている縮尺文字（寸法）サイズが調整できます
出力されるデータは、そのまま設営用に使用できます ＊適切なサイズに合わせます

設定方法：「-」「+」をクリック、または数値を入力して文字サイズを調整します
＊わずかな数値の変更で見やすさが大きく変わります

縮尺文字サイズの表示場所による比較

縮尺文字サイズ
「10」

縮尺文字サイズ
「15」

縮尺文字サイズ
「20」

各々の寸法が表示される場所が決まっており、文字サイズを大きくした時にアイテムに重なる場合があります

例：会場サイズを縦15m×横25mとしてパーティ形式で検証
A（円卓の間隔）は大きすぎると円卓に重なります
B（ステージサイズ）は大きくしても重ならず、見やすくなります

A

B

A

B

A

B

縮尺位置
円卓、机（シアター形式は座席）の最前列に表示され「左」「中央」「右」が選択できます
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客席、進行/操作スペースの編集

オブジェクト（円卓、机、椅子）の移動
カメラ台、プロジェクター台が、客席や進行/操作スペースの座席に重なることがあります
設置位置が自動で設定される為、重なった場合は座席側を移動させます

編集が完了したら をクリックし、STEP 3で出力します次に進む

2 ドラッグして移動
＊Shiftキーで高さが固定できます

※パーティ形式、スクール形式も同じ操作方法です

カメラ台、プロジェクター台が、机・椅子に重なる場合
1 移動したいオブジェクト（机・椅子）をクリックして選択
「移動」はオブジェクトを一つずつ操作します

オブジェクト（円卓、机、椅子）の削除
カメラやプロジェクターの設置場所から近い客席、ステージが見えにくい席を削除できます
「削除」するとキャパシティーの人数が変わります

1 削除したいオブジェクトをクリック
※ドラッグで複数選択ができます

2 DeleteまたはBack Spaceキーで削除

複数をまとめて「削除」できます ＊カメラ台、プロジェクター台は削除ができません
再編集で開いた時は移動・削除前に戻ります ＊「移動」「削除」履歴はデータ保存されません

「移動」はオブジェクトを一つずつ操作します ＊カメラ台、プロジェクター台は移動操作ができません
再編集で開いた時は移動・削除前に戻ります ＊「移動」「削除」履歴はデータ保存されません

重なる机を選択（椅子はセットで選択されます） カメラ台、プロジェクター台を避けて左右に移動（Shiftキーが便利）

ドラッグでまとめて選択 一度の操作で「削除」できます
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STEP 3 出力設定①

出力図面の配色、向き

色パターン
4色から選択 ＊データ出力、印刷ともに出力可能です

ベージュ（デフォルト） ブルー グレーモノクロ

出力設定
会場の正面（図はステージがある場合）の向きが選択できます
＊通常は「上正面」（デフォルト）ですが、会場の周辺のホワイエなどを含めて建物全体のレイアウトに適した向きに
合わせることができます

下正面 左正面 右正面上正面

STEP 2から続き １ オブジェクト（机、椅子）の移動、削除、縮尺文字の調整を終えたら、

2 「STEP 3 出力設定」画面が表示されます

次に進む をクリック

＊出力設定をします
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STEP 3 出力設定②

「注意事項」
必ず会場に確認、最新の仕様に備えます

「出力ファイル」
ポータブルステージ、机、椅子のサイズ、数、設置位置が記載

「画像を出力して終了」
ファイル形式を選び をクリック

（画面右上）

「編集終了」
出力せずに操作を終了する場合に使用します
クリックすると新規図面作成のトップページが表示されます

「Download」
保存したデータを「再編集」すると表示されます

出力される図面データは「設営用図面」として会場設営や備品業者様にもご利用頂けます
スクリーン、スピーカー、返しモニター、ステージ袖、ドリンクカウンター等を反映した最終レイアウトは出力データを元に仕上げます

画像を出力して終了

取り込んだ画像データをすべて表示 トリミングした範囲だけを表示

切替えできます

編集終了



便利機能
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下書き保存

3 データは「下書き保存」され、
トップページから再編集の操作ができます

1 操作途中でも保存が可能です をクリック

下書き保存方法
下書き保存して終了

「下書き保存」データのアイコン

データを保存すると、円卓、長机、椅子を「移動」「削除」した履歴が反映されません
＊ 再編集で開いた時は移動・削除前に戻りますのでご注意下さい

2 画面はトップページが表示されます

1 データにカーソルを合わせ、右クリックすると「名称変更」「削除」が表示されます

保存データの名称変更、削除

2 「名称変更」をクリック

データにカーソルを合わせてから
右クリックしてください

2 または「削除」をクリック

3 「名称の変更」に新しい名称を入力

3 「削除」前にアラートが表示

4 をクリックすると
名称が変更されます

変更

＊キャンセルをクリックするとデータは残り、
表示が消えます

各々に続く

1から続き

1から続き
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再編集

保存したデータの再編集、出力
再編集はトップページから操作ができます

1 「作成済み図面を編集」の中からデータを選びクリック

保存されたデータは、円卓、長机、椅子を「移動」「削除」した履歴が反映されていません
＊ 再編集で開いた時は移動・削除前に戻りますのでご注意下さい

「下書き」データの場合

「完成済み」データの場合

2 「図面の再編集」画面が表示されます
をクリック再編集

2 保存した最後の画面が呼び出されます
・出力する場合、データ形式を選択
・編集する場合、 を
クリック（1回目）*3へ続きます

再編集

3 「図面の再編集」画面が表示されます
をクリック（2回目）再編集

４ STEP 2が表示されます
＊STEP 1「会場設定」は編集できません

3 STEP１が表示されます
「会場名称」「会場サイズ」は入力したデータが残っています

「下書き」赤いマーク付アイコン

編集を中断したデータ
STEP１が開きます

マークがないアイコン

編集が完成したデータ
・すぐに出力できます
・「再編集」は、STEP2が開きます

STEP 1へ戻ろうとした時のエラーメッセージ

各々に続く

1から続き

1から続き
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お気に入り①

POINT
「お気に入り」に登録ができるのは、
「画像を出力して終了」をした時のみです

4 データが「お気に入り」に保存され、
画面は新規図面作成の
トップページが表示されます

１ 出力形式を選択して
をクリック

2 「お気に入り登録」画面が開きます

画像を出力して終了 登録する この名前で登録する

を選択した場合

新規図面作成ページに戻ります

登録しない

3 「お気に入り名登録」で名称を入力

をクリックをクリック

お気に入り設定したデータの確認

１ 「お気に入り設定」を開きます
＊どのページからでも開けます

2 「お気に入り設定」の一覧が表示されます
設定の詳細は「確認」をクリック

をクリックすると
「お気に入り設定」が開きます

ファイル一覧の一番右にある
「確認」をクリック

3 お気に入り登録をしたデータの
文字情報が表示されます

お気に入り登録
「お気に入り」登録は、座席レイアウトで選択した設定を登録できる機能です
例えば、座席間隔の設定やセンター通路の有無、ステージサイズや進行/操作スペースの設定を呼び出すことができ、
大きさが異なる会場の設定データでも活用することができます

データが「お気に入り」に保存されます
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お気に入り②

お気に入り名の変更

お気に入り名を変更して入力後、
Enterまたは をクリック

４ 保存完了後、お気に入り設定画面に戻ります
名称が変更されている事をご確認下さい

＊お気に入り設定で操作します

変更して保存

１ 変更したいデータのチェックボックスをクリック

チェックが入り、「選択中」の表示がされます

2 「名称変更」をクリック

3 「名称変更」画面が表示されます

お気に入り設定したデータの削除方法

注意：削除したデータは元に戻すことが出来ません

１ 削除したいデータのチェックボックスをクリック

2 をクリック

チェックが入り、「選択中」の表示がされます

選択した設定を削除 3 をクリック
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データ活用ほか

ここをクリックすると、お気に入り登録したデータを選択し活用できます

お気に入りデータの活用

新規レイアウトを作成中にお気に入り登録したデータを呼び出し活用することができます
同じ会場で決まったレイアウトで開催されるイベントは、特に手間がかからず完成します

＊「お気に入り選択」（プルダウン形式）は、STEP 2から表示されます

(A)よりも(B)が大きい場合
お気に入り設定が作成中のレイアウトに反映され、会場サイズにカットされます

異なる会場で「お気に入り」設定をしたデータを活用することができます
作成中の会場（A）とお気に入り設定した会場（B）の大きさが異なる場合の表示例

（A)よりも(B)が小さい場合

（A）作成中データ、スクール形式
会場サイズ：縦15m×横25m

（B）パーティ形式で「お気に入り」設定したデータを活用すると、
レイアウトが円卓になり、作成中の（小さい）会場サイズになる

「お気に入り選択」でデータを読込み

お気に入り設定が（繰り返されて）作成中の会場サイズに合わせてレイアウトされます

（A）オブジェクトを置かずに作成中の
レイアウト
会場サイズ：縦20m×横50m

（B）お気に入り設定された元データ（作成中より小さい会場）が
作成中の会場サイズ目一杯に反映されます

「お気に入り選択」でデータを読込み

「お気に入り」会場サイズ：
縦15m×横25m

データは大きな会場だった
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会場仕様、円卓、机、椅子、ステージ、カメラ台、プロジェクター台それぞれについて、

会場のご担当者様に事前にご確認を頂きますよう、お願い申し上げます。

・ 設置の可否を会場に必ずご確認ください（パーティ形式では配膳、給仕に支障がないか、など）

・ 実際の寸法をご確認ください（特に会場サイズは床面で測ることをお勧め致します）

・ テーブルやイスのサイズをご確認ください（最新の在庫状況が確認できます）

・ 柱などの凹凸部分、出入り口等をご確認ください（会場図面だけで判断できないことがあります）

・ 防火シャッターなど消防規制の確認をお願いします（申請などを含めて、会場指示に従います）

また、会場照明やバトン、電源図など（ASLに設定項目がない物）は会場にご確認ください

お気をつけ頂きたいこと

Director‘s Pocket 担当者にお問い合わせください
皆様からのご意見、ご要望をお待ち致しております

受付：平日10時から18時まで（土日祝を除きます）

MAIL：directors_pocket＠deeflex.com

株式会社 ディーフレックス
HP:https://dp-ad.jp

TEL：03-5797-7619

ASL
Auto seating layout

「Auto seating layout」は、汎用性が高い項目から開発を始めておりますが、
会場レイアウト作成をなされる皆様のご負担が軽減できるように、

今後もバージョンアップを継続して参ります。
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